





















1 . 1 . 教材としての「土」の価値








































































































































































3. 2. 4. 第4次泥だんごバトルをしよう
0第1回バトルをしよう
第1回泥だんごバトルに向けて，泥だんご作りを始
めた。ほぼ全員が1年C組横の砂地を選んだ。
泥だんごが作れない子どももいた。
10/10 参力閲い9人。第1回泥だんごバトルをプレイ
ランドの滑り台で実施した。この日までに作れなかっ
た者作ったが教室に置いている間に壊れた者などが
10人。
木っ端みじんになった泥だんご 11個。大きめのか
けらが残り，かけらと記念撮影した者8人。
次々に木っ端みじんになっていく泥だんごを見て，
自信満々の顔が曇り始め，友だちの転がす様子を集中
して見られない子どももいる。しかし，割れても木っ
端みじんにならず，思いの外大きなかけらが残る泥だ
んごもあり，そんな時は歓声が起こった。もちろん，
最後まで割れずに転がりきる泥だんごは1つもなかっ
た。
子どもたちが優勝と認めたのは2人3 女児Aは「か
けらがとても大きく， 2つにしが割れていなかった」
のが優勝理由。男児Bは「元の大きさが小さくて，元
の大きさと変わっていない」
女児は，かたい泥だんごの作り方を「水と土をちょ
っとずつ代り番こに入れてギュッギュッてした」と答
え，この答えがそれまで泥だんご作りの経験がない子
どもたちにとって参考になった。
0第2回バトルをしよう
10/19 参加者25人。プレイランドの滑り台で実施。
木っ端みじんになった泥だんご9人。大きめのかけ
らが残り，かけらと記念撮影した者16人。
工夫した事…士を採取する場所を1年C組横だけで
なく，築山，築山二号，桜の木の下，運動場などと変
えた人がいた。土の中に石を入れた。硬く握った。き
れいな丸い形になるようにした。土と水を繰り返して
握った。さら砂をかけた。
男児Cは， 「lC横はスコップがすぐ刺さるけど，築
山はめっちゃ硬くてスコップがなかなか入れられへん
から絶対いいと思う。」と，築山を選んだ結果，大きめ
のかけら 4個に割れた。
子どもたちが優勝と認めたのは1人。ただ，大きめ
の石を入れて泥だんごにしていたので，それでは泥だ
んごと言えないという意見があり，次回からは石を入
れない事になった。
準優勝の2人は，築山の後ろの土を使って小さめの
だんごにして，大きめのかけらが残った。
ふるいを使いたいという希望が出たので，次回から
ふるい（裏ごし器茶こし）を使っても良いこととし
た。
0第3回バトルをしよう
10/27 参力阻r26人。 3名欠席。よって出席した者は
全員参加である。プレイランドの斜面で実施3
これまで滑り台で実施したが，途中のジャンプ台で
壊れてしまい，最後まで転がりきる泥だんごが1つも
なかったので，実験ステージのレベルを下げることに
なった。
築山の土や，築山の後ろの土を使った者 12人。前
回の準優勝2人が築山の後ろの土を使っていたので，
1年C組横から離れ，築山の後ろに変えたのだ。
今回の優勝者は3人。滑り台ではないが初めて最後
まで割れずにそのまま転がりきった。3人とも，築山
の後ろの土で作り， 1年B組前などのさらさらした砂
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を周りに塗して作っていた）
2つに割れた3人が準優勝となり， 2人は築山の後
ろの土だった。
小さい泥だんごの方が壊れにくいことにも気付き始
め，第1回の時のように特大のだんごを作って，保管
中に崩れるという事故はなくなった。
0第4回 バトルをしよう
全員参加。滑り台で実施3 前回，斜面で最後まで割
れずに転がりきった泥だんごがあったことで，滑り台
にも自信をもって臨ん芯
最後まで割れずに転がりきって優勝4人。3人は，
直径3-4cm程度の大きさで，築山の後ろの土で丸
くした後いろいろな場所のさらさらの砂を塗してい
た。1人男児Dは，直径5cm程度で他に比べて明ら
かに大きく，築山の後ろの土のみを使って作り，さら
さらの砂は塗していなかった）
子どもたちは，築山の後ろの土が強いのは，ねっと
りしているからだと気付き，枯れ葉や砂が混ざらない
方がいいという事にも気付いた。
ここまで繰り返したきたバトルから，「ねっとりした
築山の後ろの土がいい」「枯れ葉やI卜石等が入らない方
が良い」「小さい方が良い」ことに気付いた。
だからこそ，今まで壊れた子どもは「築山の後ろの
土で小さめに作る」ことを目指し，優勝したがもっと
強くしたい子どもは「小さい方が強いけど，大きくし
ても壊れないようにしたい」と抱負を語った。
4 授業の考察
遊びをとおして，素材にめいつばい関わる事で，素
材の特徴などに気付き，特徴に合わせて素材への関わ
り方を工夫したり，遊び方を工夫したりすることが，
気付きの質の高まりであると考える。その内容は以下
のとおりである。
本実践では，滑り台を壊れずに転がりきる強い泥だ
んご作りを目指して，土を採取する場所，土の触り具
合泥だんごの形，大きさ，土と水の量土に含まれ
る物などを工夫する姿が見られたこと。
初めは，多くの子どもが操作しやすい砂地の土を選
んでいたが， 1人の「「lC横はスコップがすぐ刺さる
けど，築山はめっちゃ硬くてスコップがなかなか入れ
られへんから絶対いいと思う。」 という気付きがきっか
けに，粘土質の土が多い築山や築山の後ろの土を選ぶ
子どもが増えたこと。
きれいな丸い形にできない子や，教室に置いておく
間に壊れてしまう子どもは，第1回バトルで木っ端み
じんにならなかった友だちに，進んで作り方を教えて
もらい，休み時間を使って試行錯誤する姿が多く見ら
れたこと。
4回のバトルの優勝者は，子どもたちに決めさせた。
その理由を語らせることで「かけらが大きい」「元の大
きさと変わっていない」ことが，優勝の条件だと子ど
もたちが基準を出すことができた。第1回バトルでは，
優勝者に質問する際，子どもたちは作り方の質問ばか
りになったので，教師が土の採取場所を聞き，作り方
以外の条件に目を向けさせるように介入した3
4回のバトルを通して，子どもたちが見つけた強い
泥だんごの秘密は，第1回では，「きれいな丸い形」「土
と水を少しずつ繰り返して混ぜていく」。第2回では
「石を入れないようにふるいを使う」「土を採る場所を
変えるといいかも」。第3回では「築山の後ろの土を使
う」「小さく作る」。第4回では「築山の後ろの土はね
っとりしているから良い」「枯れ葉や根が入らないよう
にふるいを使う」。である。
強い泥だんごの条件はこれだけではないが，経験に
基づいて気付いた条件である事に値打ちがある。
第5回のバトルでは，さらに新たな条件の気付きが
期待される。
2007年度の反省から，教師が基準を示すのではなく，
子どもに考えさせるようにすれば，強さの意味や，強
くする条件にゆっくりだが確実に迫っていくことがで
きることが，今回の追試で，証明できた。
5. 成果と課題
土は，本学級の子どもが日常的に親しく関わってき
た素材ではなかった。しかし，子どもたちは，それぞ
れの感覚で土の価値に気付き，関わる事ができた。
それは，滑り台を転がりきる泥だんごを作るという
子どもたちにとって簡単に超える事ができない課題設
定と，繰り返しバトルに挑戦する過程で，それぞれの
気付きに基づいて工夫を重ねたことによる。結果を急
がず，子どもたち同士の学び合いを中心に，強い泥だ
んごの秘密に迫らせたいという考えから，必要以上に
情報整理をする事は控えた。どの程度情報整理する
か，これは論議が分かれるよう芯
めいっぱい遊ぶという経験が多くの気付きを助け，土と
いう素材の価値づけにつながった。
今後も，遊びの中から学びにつなげる教材開発と，生
活科での取り組みが3年生以上の教科にどのようにつな
げるか，どのような経験で土台となる力を育てるかを研究
していきたい。
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